
(57)【要約】

【課題】スネアループが粘膜表面に押しつけられた時に

腰砕け状態に変形し難く、しかもスネアループが可撓性

シース内に引き込まれて窄められた後でも、再び十分な

大きさのループ状に広がることができる内視鏡用スネア

を提供すること。

【解決手段】スネアループ１０が、径が相違する二本の

撚り線ワイヤ４，５を先端と基端とで互いに固着して、

その中間部分をループ状に広がった形状に曲げて形成さ

れているので、スネアループ１０が粘膜表面に押しつけ

られた時には太い方の撚り線ワイヤ４の腰の強さにより

スネアループ１０が腰砕け状態に変形し難く、スネアル

ープ１０が可撓性シース内に引き込まれて窄められたと

きは、細い方の撚り線ワイヤ５が塑性変形し難いことに

より、シースから押し出された時にスネアループ１０が

再び十分な大きさのループ状に広がる。

【選択図】　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 配 置 し て 、 弾 性 ワ イ ヤ に よ り 形
成 さ れ た ス ネ ア ル ー プ を 上 記 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 連 結 し 、 上 記 操 作 ワ イ ヤ を 軸 線 方 向 に 進
退 操 作 す る こ と に よ り 上 記 ス ネ ア ル ー プ が 上 記 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 内 に 出 入 り し て 、 上 記
ス ネ ア ル ー プ が 上 記 可 撓 性 シ ー ス 外 で は 自 己 の 弾 性 に よ っ て 膨 ら み 、 上 記 可 撓 性 シ ー ス 内
に 引 き 込 ま れ る こ と に よ っ て 窄 ま る よ う に し た 内 視 鏡 用 ス ネ ア に お い て 、
　 上 記 ス ネ ア ル ー プ が 、 径 が 相 違 す る 二 本 の 撚 り 線 ワ イ ヤ を 先 端 と 基 端 と で 互 い に 固 着 し
て 、 そ の 中 間 部 分 を ル ー プ 状 に 広 が っ た 形 状 に 曲 げ て 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 内
視 鏡 用 ス ネ ア 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 二 本 の 撚 り 線 ワ イ ヤ の 径 が 太 い 方 の 撚 り 線 ワ イ ヤ の 撚 り 数 と 径 が 細 い 方 の 撚 り 線 ワ イ
ヤ の 撚 り 数 と が 同 数 で あ る 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 二 本 の 撚 り 線 ワ イ ヤ の 径 が 太 い 方 の 撚 り 線 ワ イ ヤ の 撚 り 数 が 、 径 が 細 い 方 の 撚 り 線 ワ
イ ヤ の 撚 り 数 よ り 少 な い 請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 チ ャ ン ネ ル に 通 さ れ て ポ リ ー プ や 粘 膜 等 の 切 除 を 行 う
た め に 用 い ら れ る 内 視 鏡 用 ス ネ ア に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 内 視 鏡 用 ス ネ ア は 一 般 に 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 操 作 ワ イ ヤ が 挿 通 配
置 さ れ て 、 そ の 操 作 ワ イ ヤ の 先 端 に 弾 性 ワ イ ヤ か ら な る ス ネ ア ル ー プ が 連 結 さ れ 、 ス ネ ア
ル ー プ が 、 操 作 ワ イ ヤ を 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 す る こ と に よ り 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 内 に 出 入
り し て 、 可 撓 性 シ ー ス 外 で は 自 己 の 弾 性 に よ っ て 膨 ら み 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 引 き 込 ま れ る
こ と に よ り 弾 性 変 形 し て 窄 ま る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 そ の よ う な 内 視 鏡 用 ス ネ ア の ス ネ ア ル ー プ は 、 一 本 の 弾 性 ワ イ ヤ を ル ー プ 状 に 曲 げ 戻 し
て 操 作 ワ イ ヤ と 連 結 す る か 、 或 い は 二 本 の 同 じ 撚 り 線 ワ イ ヤ を 、 操 作 ワ イ ヤ と 連 結 さ れ る
基 端 だ け で な く 先 端 で も 互 い に 固 着 し て 、 そ の 中 間 部 分 を ル ー プ 状 に 広 が っ た 形 状 に 曲 げ
て 形 成 し て い た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ９ ２ ９ ６ ０
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 無 茎 の ポ リ ー プ や 隆 起 状 粘 膜 の 基 部 等 を 囲 む 状 態 に ス ネ ア ル ー プ を 確 実 に セ ッ ト す る た
め に は 、 ス ネ ア ル ー プ が 広 げ ら れ て 粘 膜 表 面 に 押 し つ け ら れ た 時 に 腰 砕 け 状 態 （ 粘 膜 側 か
ら 受 け る 反 力 に よ り ス ネ ア ル ー プ が 変 形 し て 先 端 部 分 が 浮 き 上 が っ て し ま う 状 態 ） に な ら
な い こ と が 必 要 で あ り 、 そ の た め に は 、 ス ネ ア ル ー プ を 構 成 す る 弾 性 ワ イ ヤ が 太 い 方 が 望
ま し い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し 、 弾 性 ワ イ ヤ を 太 く す る と 、 ス ネ ア ル ー プ が 可 撓 性 シ ー ス の 先 端 内 に 引 き 込 ま れ
て 窄 め ら れ た 時 に 塑 性 変 形 し 易 く な る た め 、 次 に 可 撓 性 シ ー ス か ら 押 し 出 さ れ た と き の ル
ー プ の 広 が り が 小 さ く な っ て し ま う 欠 点 が 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 ス ネ ア ル ー プ が 粘 膜 表 面 に 押 し つ け ら れ た 時 に 腰 砕 け 状 態 に 変 形 し 難
く 、 し か も ス ネ ア ル ー プ が 可 撓 性 シ ー ス 内 に 引 き 込 ま れ て 窄 め ら れ た 後 で も 、 再 び 十 分 な
大 き さ の ル ー プ 状 に 広 が る こ と が で き る 内 視 鏡 用 ス ネ ア を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
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【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア は 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 軸 線 方 向 に
進 退 自 在 に 操 作 ワ イ ヤ を 挿 通 配 置 し て 、 弾 性 ワ イ ヤ に よ り 形 成 さ れ た ス ネ ア ル ー プ を 操 作
ワ イ ヤ の 先 端 に 連 結 し 、 操 作 ワ イ ヤ を 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 す る こ と に よ り ス ネ ア ル ー プ が
可 撓 性 シ ー ス の 先 端 内 に 出 入 り し て 、 ス ネ ア ル ー プ が 可 撓 性 シ ー ス 外 で は 自 己 の 弾 性 に よ
っ て 膨 ら み 、 可 撓 性 シ ー ス 内 に 引 き 込 ま れ る こ と に よ っ て 窄 ま る よ う に し た 内 視 鏡 用 ス ネ
ア に お い て 、 ス ネ ア ル ー プ が 、 径 が 相 違 す る 二 本 の 撚 り 線 ワ イ ヤ を 先 端 と 基 端 と で 互 い に
固 着 し て 、 そ の 中 間 部 分 を ル ー プ 状 に 広 が っ た 形 状 に 曲 げ て 形 成 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 二 本 の 撚 り 線 ワ イ ヤ の 径 が 太 い 方 の 撚 り 線 ワ イ ヤ の 撚 り 数 と 径 が 細 い 方 の 撚 り 線
ワ イ ヤ の 撚 り 数 と が 同 数 で あ っ て も よ く 、 或 い は 、 径 が 太 い 方 の 撚 り 線 ワ イ ヤ の 撚 り 数 が
、 径 が 細 い 方 の 撚 り 線 ワ イ ヤ の 撚 り 数 よ り 少 な く て も よ い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ス ネ ア ル ー プ が 、 径 が 相 違 す る 二 本 の 撚 り 線 ワ イ ヤ を 先 端 と 基 端 と で
互 い に 固 着 し て 、 そ の 中 間 部 分 を ル ー プ 状 に 広 が っ た 形 状 に 曲 げ て 形 成 さ れ て い る こ と に
よ り 、 粘 膜 表 面 に 押 し つ け ら れ た 時 に は 太 い 方 の 撚 り 線 ワ イ ヤ の 存 在 に よ り ス ネ ア ル ー プ
が 腰 砕 け 状 態 に 変 形 し 難 く 、 ス ネ ア ル ー プ が 可 撓 性 シ ー ス 内 に 引 き 込 ま れ て 窄 め ら れ た と
き は 、 細 い 方 の 撚 り 線 ワ イ ヤ が 塑 性 変 形 し 難 い の で 、 シ ー ス か ら 押 し 出 さ れ た 時 に 再 び 十
分 な 大 き さ の ル ー プ 状 に 広 が る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ス ネ ア ル ー プ が 、 径 が 相 違 す る 二 本 の 撚 り 線 ワ イ ヤ を 先 端 と 基 端 と で 互 い に 固 着 し て 、
そ の 中 間 部 分 を ル ー プ 状 に 広 が っ た 形 状 に 曲 げ て 形 成 さ れ て い る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 面 を 参 照 し て 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ が 膨 ら ん だ 状 態 ん だ 状 態 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア の 先 端 部 分 を 示 し
て お り 、 こ の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア に お い て は 、 例 え ば 四 フ ッ 化 エ チ レ ン 樹 脂 チ ュ ー ブ
等 の よ う な 電 気 絶 縁 性 の 可 撓 性 チ ュ ー ブ か ら な る 可 撓 性 シ ー ス １ 内 に 、 例 え ば ス テ ン レ ス
鋼 撚 り 線 等 の よ う な 良 導 電 性 の 可 撓 性 の 操 作 ワ イ ヤ ２ が 軸 線 方 向 に 進 退 自 在 に 挿 通 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 示 さ れ て い な い 可 撓 性 シ ー ス １ の 基 端 側 に は 、 操 作 ワ イ ヤ ２ を 軸 線 方 向 に 進 退 操 作 す
る こ と が で き る 操 作 部 が 連 結 さ れ て い て 、 操 作 ワ イ ヤ ２ の 基 端 部 に は 、 操 作 部 に お い て 高
周 波 電 源 コ ー ド が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 操 作 ワ イ ヤ ２ の 先 端 に は 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ を 形 成 す る 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ， ５ が 金 属 製 の
接 続 パ イ プ ３ を 介 し て 連 結 さ れ て お り 、 操 作 部 に お い て 操 作 ワ イ ヤ ２ を 進 退 操 作 す る こ と
に よ り 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ が 可 撓 性 シ ー ス １ の 先 端 内 に 出 入 り す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ス ネ ア ル ー プ １ ０ を 形 成 す る 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ， ５ は 各 々 、 例 え ば 複 数 の ス テ ン レ ス 鋼 線
を 撚 っ た 撚 り 線 に よ っ て 形 成 さ れ て お り 、 操 作 部 側 か ら 操 作 ワ イ ヤ ２ を 介 し て 高 周 波 電 流
を 通 電 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 １ に 図 示 さ れ る よ う に 、 各 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ， ５ は 、 外 力 が 加 わ っ て い な い 自 然 状 態 で
は 各 々 中 間 部 分 が 外 方 に 膨 ら ん だ 形 状 （ 二 本 を 合 わ せ る と ル ー プ 状 に な る 形 状 ） に 曲 げ ら
れ て い て 、 先 端 部 分 １ ０ ａ は 銀 ロ ー 付 け 等 に よ っ て 相 互 に 固 着 さ れ 、 基 端 部 分 は 各 々 前 述
の 接 続 パ イ プ ３ 内 に 差 し 込 ま れ て 銀 ロ ー 付 け 等 に よ り そ こ に 固 着 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ は 、 操 作 ワ イ ヤ ２ に よ り 可 撓 性 シ ー ス １ 内 に 引 き 込 ま れ る と
弾 性 変 形 し て 窄 ま り 、 図 １ に 示 さ れ る よ う に 可 撓 性 シ ー ス １ 外 に 押 し 出 さ れ る と 自 己 の 弾
性 に よ っ て ル ー プ 状 に 膨 ら む 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ の よ う な ス ネ ア ル ー プ １ ０ を 形 成 す る 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ， ５ の う ち の 一 方 の 太 径 撚 り 線
ワ イ ヤ ４ は 、 例 え ば 直 径 が ０ ． ２ ５ ｍ ｍ の 素 線 を ３ 本 撚 り 合 わ せ た １ × ３ 本 撚 り で 直 径 が
０ ． ５ ４ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス 鋼 撚 り 線 が 用 い ら れ 、 他 方 の 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ は 、 例 え ば 直
径 が ０ ． １ ５ ｍ ｍ の 素 線 を １ × ７ 本 撚 り し た 直 径 が ０ ． ４ ５ ｍ ｍ の ス テ ン レ ス 鋼 撚 り 線 が
用 い ら れ て お り 、 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ よ り 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ の 方 が 腰 が 強 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ の 結 果 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ が 広 げ ら れ て 粘 膜 表 面 に 押 し つ け ら れ た 時 に は 、 太 径 撚 り
線 ワ イ ヤ ４ の 腰 の 強 さ に よ っ て ス ネ ア ル ー プ １ ０ が 腰 砕 け 状 態 に 変 形 し 難 く 、 粘 膜 側 か ら
受 け る 反 力 に よ っ て ス ネ ア ル ー プ １ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ａ が 浮 き 上 が ら な い の で 、 無 茎 の ポ
リ ー プ や 隆 起 状 粘 膜 等 に 対 し て も そ の 基 部 を 囲 む 状 態 に ス ネ ア ル ー プ １ ０ を 確 実 に セ ッ ト
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ を 形 成 す る 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ， ５ が 操 作 ワ イ ヤ ２ に よ っ て 可 撓 性
シ ー ス １ 内 に 引 き 込 ま れ る 際 に は 、 図 ２ ～ 図 ４ に 例 示 さ れ る よ う に 、 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ４
は 余 り 変 形 せ ず に 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ が 柔 軟 に 変 形 し な が ら 可 撓 性 シ ー ス １ 内 に 引 き 込 ま
れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 そ の 際 に 、 図 ３ に 示 さ れ る よ う に ス ネ ア ル ー プ １ ０ の 先 端 部 分 １ ０ ａ が 可 撓 性 シ ー ス １
の 先 端 か ら 僅 か に 突 出 す る 状 態 の 時 に は 、 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ の 有 す る 曲 が り 癖 の 方 向 に
反 っ て 突 出 し た 状 態 に な る の で 、 そ の 突 出 部 を 電 極 と す る 高 周 波 ナ イ フ と し て も 便 利 に 使
用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 図 ４ に 示 さ れ る よ う に ス ネ ア ル ー プ １ ０ を 形 成 す る 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ， ５ が 可 撓
性 シ ー ス １ 内 に 完 全 に 引 き 込 ま れ た 状 態 で は 、 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ と 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５
が 共 に 弾 性 変 形 し て ス ネ ア ル ー プ １ ０ が 窄 ま っ た 状 態 に な る が 、 そ の よ う な 場 合 に 、 径 が
細 く て 腰 の 弱 い 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ は 塑 性 変 形 し 難 い の で 、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ が 可 撓 性 シ
ー ス １ の 先 端 か ら 押 し 出 さ れ た 時 に 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ が 元 通 り の 形 状 に 戻 る こ と に よ り
、 ス ネ ア ル ー プ １ ０ が 再 び 十 分 な 大 き さ の ル ー プ 状 に 広 が っ て 次 の ポ リ ー プ 切 除 等 を 支 障
な く 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 そ し て 、 そ の よ う な 効 果 を 得 る こ と が で き る ス ネ ア ル ー プ １ ０ の 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ， ５ の
組 み 合 わ せ は 、 使 用 目 的 等 に よ っ て 適 宜 選 択 す れ ば よ い 。 な お 、 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ の 撚
り 数 と 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ の 撚 り 数 と は 同 数 で あ っ て も よ く 、 例 え ば 次 の よ う な 組 み 合 わ
せ 例 を 採 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
〔 第 ２ 例 〕
　 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ： 直 径 ０ ． ５ ７ ｍ ｍ （ 素 線 径 ０ ． １ ９ ｍ ｍ の １ × ７ 本 撚 り ）
　 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ ： 直 径 ０ ． ４ ５ ｍ ｍ （ 素 線 径 ０ ． １ ５ ｍ ｍ の １ × ７ 本 撚 り ）
【 ０ ０ ２ ４ 】
〔 第 ３ 例 〕
　 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ： 直 径 ０ ． ５ １ ｍ ｍ （ 素 線 径 ０ ． １ ７ ｍ ｍ の １ × ７ 本 撚 り ）
　 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ ： 直 径 ０ ． ４ ５ ｍ ｍ （ 素 線 径 ０ ． １ ５ ｍ ｍ の １ × ７ 本 撚 り ）
【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 第 ４ 例 〕
　 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ： 直 径 ０ ． ３ ７ ｍ ｍ （ 素 線 径 ０ ． １ ７ ｍ ｍ の １ × ３ 本 撚 り ）
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　 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ ： 直 径 ０ ． ３ ０ ｍ ｍ （ 素 線 径 ０ ． ０ ６ ｍ ｍ の １ × １ ９ 本 撚 り ）
【 ０ ０ ２ ６ 】
〔 第 ５ 例 〕
　 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ４ ： 直 径 ０ ． ３ ９ ｍ ｍ （ 素 線 径 ０ ． １ ３ ｍ ｍ の １ × ７ 本 撚 り ）
　 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ ５ ： 直 径 ０ ． ３ ６ ｍ ｍ （ 素 線 径 ０ ． ０ ４ ｍ ｍ の ７ × ７ 本 撚 り ）
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 、 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 ス ネ ア ル ー プ に 高 周 波
電 流 が 通 電 さ れ な い 絞 断 式 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア に 本 発 明 を 適 用 す る こ と も で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア の 先 端 部 分 の ス ネ ア ル ー プ が 膨 ら ん だ 状 態 の 平
面 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア の 先 端 部 分 の ス ネ ア ル ー プ が シ ー ス 内 に 引 き 込
ま れ る 途 中 の 状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア の 先 端 部 分 の ス ネ ア ル ー プ が シ ー ス 内 に 引 き 込
ま れ る 途 中 の 状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 内 視 鏡 用 ス ネ ア の 先 端 部 分 の ス ネ ア ル ー プ が シ ー ス 内 に 引 き 込
ま れ た 状 態 の 平 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 １ 　 可 撓 性 シ ー ス
　 ２ 　 操 作 ワ イ ヤ
　 ４ 　 太 径 撚 り 線 ワ イ ヤ
　 ５ 　 細 径 撚 り 線 ワ イ ヤ
　 １ ０ 　 ス ネ ア ル ー プ
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